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IFRS（国際財務報告基準）対応サービス

IFRS 適用のための準備は整っていますか？

日本においても IFRS（国際財務報告基準）の波が押し寄せていますが、

■	この機会に業務プロセスを標準化すべきか？それとも、可能な限り迅速・小さな投資で IFRS 対応を行うことを優先すべきか？

■	IFRS を適用するための下地は、現在どの程度整っているのだろうか？

■	IFRS の要件を満たすために、現時点で最低限取り組むべき課題と投資規模はどの程度なのだろうか？

・・・IFRS 適用の目的と現在地評価を正しく行ったうえで今後の計画を立案することが、適用成功のためのキーファクターであるとい
えます。

IFRS 対応ステップと CDI-S の提供サービス

業務改革支援
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第 1 フェーズ
構想策定

■	環境分析
■	現状分析
・	業務プロセス
・	情報システム etc.
■	主要影響分析
・	 IFRS 版財務諸表試作
■	対応方針策定

■	導入目的	 ・	環境認識
	 	 ・	戦略の確認
	 	 ・	グループ経営の考え方

■	簡易診断報告書

1.	総合意見
	 	（1）	 IFRS 適用に向けたロードマップ概要
	 	（2）	投資対効果試算

2.	個別意見
	 	（1）	レーダーチャート
　	 	 （各種インパクト）

	 	（2）	 IFRS ベース財務諸表（概算）

■	業務プロセス	 ・	財務経理プロセス
	 	 ・	オペレーション業務
	 	 ・	内部統制業務

■	組織・人事・教育	・	組織・人事上の影響
	 	 ・	教育・人材開発
	 	 ・	チェンジマネジメント

■	情報システム	 ・	IT マネジメント体制
	 	 ・	各システム

■	会計処理	 ・	日本基準と IFRS との差異
	 	 	 ▶単体／連結

第 2 フェーズ
導入計画

第 3 フェーズ
導入

第 4 フェーズ
運用・定着化

■	導入計画策定
・	ロードマップ作成
・	予算見積 etc.
■	業務改革準備
・	プロセス設計
・	 IT 導入準備 etc.

■	IFRS 会計制度整備
・	グループ経理規程
・	勘定体系
・	連結パッケージ etc.
■	業務改革
■	システム導入 / 改修
■	社内教育活動

■	IFRS ベース財務諸表作成
・	開始連結 B/S
・	比較連結 P/L、CF
■	モニタリング活動
・戦略、業務プロセス
■	システム運用保守
■	ヘルプデスク対応
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IFRS 対応アドバイザリー

IFRS 適用の前に明確にすべきこと
IFRS 適用プロジェクトを無理なく効率的に推進するためには、

■	現在地
・	 IFRS 適用の基盤はどの程度整っているか？
■	目的
・何のために IFRS を適用するか？
■	インパクト
・業務・システム・組織人事への影響は？

を明確にする必要があります。

2 週間～ 1 ヶ月で IFRS への対応レベルを診断し、次フェーズ以降の計画策定に寄与いたします。

まずは簡易診断を！

IFRS 
連結包括利益
計算書

IFRS 
連結財政状態
計算書


